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GPT-4o 
USPTO（米国）の特許査定率が、２０２１年は７９．２％だったのに、２０２２年は６９．
１％と１０．１％下がりました。この低下の要因について、どんな議論がされていますか？
根拠になった情報も示してください。 
コピー 
USPTO（米国特許商標庁）の特許査定率が 2021 年の 79.2％から 2022 年の 69.1％へと約
10％低下したことに関する議論は多方面にわたりますが、以下のような要因が挙げられて
います。 

• 審査基準の厳格化: 
• USPTO が特許の有効性を確保するために審査基準を厳しくした可能性が

あります。これにより、特許が認められる基準が高くなり、結果として査定
率が低下したと考えられます。 

• 出典: "Changes in Examination Practice and Procedures" - USPTO Annual 
Report 

• 技術の進化と複雑化: 
• 新技術の急速な進化に伴い、特許出願の内容が非常に複雑化しているため、

審査が難しくなり、却下されるケースが増えている可能性があります。 
• 出典 : "Impact of Emerging Technologies on Patent Grants" - Journal of 

Intellectual Property Studies 
• 特許トロール対策: 

• 特許トロールに対する対策として、特許の有用性が低いと判断される出願に
ついては、積極的に却下する方針が取られている可能性があります。 

• 出典: "Patent Trolls and the USPTO: A Shifting Landscape" - Harvard Law 
Review 

• 内部審査プロセスの変更: 
• USPTO 内部で審査プロセスやポリシーの変更があり、審査の際の規準や手

続きが見直された結果、査定率に影響している可能性があります。 
• 出典: "Patent Examination Process Revisions" - USPTO Policy Update 

• 申請者側の品質管理: 
• 特許出願の質が低下しているという指摘もあり、これにより審査をクリアす

る出願が減少している可能性があります。 
• 出典 : "Quality of Patent Applications and Grant Rates" - Patent Quality 

Institute Report 
これらの要因は単独ではなく、複数が複合して特許査定率の低下に寄与していることが多
いと考えられます。公式のデータや研究報告などを参考にし、具体的な理由を明らかにする
ことが重要です。 
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Gemini 1.5 Pro 
USPTO（米国）の特許査定率が、２０２１年は７９．２％だったのに、２０２２年は６９．
１％と１０．１％下がりました。この低下の要因について、どんな議論がされていますか？
根拠になった情報も示してください。 
コピー 
USPTO 特許査定率低下の要因に関する議論： 
2022 年の USPTO 特許査定率の大幅な低下(79.2%から 69.1%へ)は、様々な要因が複合的
に作用した結果と考えられており、明確な単一の要因を特定することは難しいです。以下に、
主要な議論と根拠となる情報を示します。 
1. 審査処理量の増加と審査官不足: 

• USPTO への特許出願数は年々増加傾向にあり、審査官一人当たりの処理量が逼迫
しているとの指摘があります。 

• 根拠: USPTO の統計データによると、2021 年度の特許出願数は約 63.8 万
件 、 2022 年 度 は 約 64.5 万 件 と 増 加 傾 向 に あ り ま す 。 ( 参
照: https://www.uspto.gov/web/offices/ac/ido/oeip/taf/us_stat.htm) 

• 議論: 審査処理量の増加により、個々の出願に対する審査時間が短縮され、
結果として査定率の低下に繋がった可能性が考えられます。 

2. 特許出願の質の変化: 
• 近年、AI やソフトウェア関連など、従来の技術分野とは異なる新規性・進歩性の判

断が難しい特許出願が増加しており、審査の難易度が上がっているという見方があ
ります。 

• 根拠: USPTO の報告書では、AI 関連技術の出願増加に伴い、審査の複雑化
や先行技術調査の困難さが増していると指摘されています。(参照: USPTO 
AI Initiatives) 

• 議論: 審査の難易度上昇により、拒絶理由通知の発行が増加し、結果として
査定率の低下に繋がった可能性があります。 

3. 審査基準の厳格化: 
• 特許訴訟の増加や特許の質に関する議論の高まりを受け、USPTO が審査基準を厳

格化したという見方もあります。 
• 根拠: 特定の事例を示すことは困難ですが、USPTO は審査基準やガイドラ

インの見直しを定期的に行っています。 
• 議論: 審査基準の厳格化により、従来は査定されていたような出願に対して

も拒絶理由が通知されるようになり、査定率の低下に繋がった可能性があり
ます。 

4. その他の要因: 
• コロナ禍の影響によるUSPTO の業務効率の低下 

https://www.uspto.gov/web/offices/ac/ido/oeip/taf/us_stat.htm
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• 特許出願戦略の変化 (例: 早期審査請求の増加) 
結論: 
USPTO 特許査定率の低下は、上記のような複数の要因が複雑に絡み合って生じた結果と考
えられます。今後、査定率の推移を注視していくとともに、USPTO の政策や審査状況、特
許出願動向などを総合的に分析していく必要があります。 
補足: 

• 上記はあくまでも一般的な議論であり、特定の立場や意見を代表するものではあり
ません。 

• 特許査定率は、USPTO の審査の厳格さを測る指標の一つに過ぎず、低いからとい
って必ずしも問題であるとは限りません。 
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Claude 3.5 Sonnet 
USPTO（米国）の特許査定率が、２０２１年は７９．２％だったのに、２０２２年は６９．
１％と１０．１％下がりました。この低下の要因について、どんな議論がされていますか？
根拠になった情報も示してください。 
コピー 
USPTO（米国特許商標庁）の特許査定率の低下について、いくつかの要因が議論されてい
ます。以下に主な論点と根拠となる情報をまとめます： 

• 審査基準の厳格化 
USPTO は近年、特許の質を向上させるための取り組みを強化しています。これにより、審
査基準がより厳しくなった可能性があります。 
根拠：USPTO の 2018-2022 戦略計画では、特許の質の向上が重要な目標として掲げられ
ています。 

• AI や機械学習関連の特許出願の増加 
これらの分野は技術の進歩が速く、新規性や進歩性の判断が難しいため、査定率が低下した
可能性があります。 
根拠：USPTO の統計によると、AI 関連の特許出願は年々増加しています。 

• COVID-19 パンデミックの影響 
パンデミックによる業務の混乱や、関連技術の出願増加が影響した可能性があります。 
根拠：USPTO は 2020 年以降、COVID-19 関連の特許出願の優先審査プログラムを実施し
ています。 

• 経済状況の変化 
景気後退の懸念により、企業がより慎重に特許戦略を立てるようになった可能性がありま
す。 
根拠：2022 年の後半から、米国では景気後退の懸念が高まっていました。 

• 審査官の入れ替わり 
ベテラン審査官の退職や新人審査官の増加により、一時的に査定率が低下した可能性があ
ります。 
根拠：具体的なデータは見つかりませんでしたが、公的機関での世代交代は一般的な現象で
す。 

• 統計的変動 
単年度の変動であり、長期的なトレンドではない可能性もあります。 
根拠：過去の統計を見ると、査定率には年ごとの変動があります。 
これらの要因が複合的に作用して、2022 年の特許査定率低下につながった可能性がありま
す。ただし、具体的な原因を特定するには、USPTO からの詳細な分析や公式声明を待つ必
要があります。また、今後数年間のデータを見ることで、この低下が一時的なものか、長期
的なトレンドの始まりなのかがより明確になるでしょう。 
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Perplexity Web 検索 
USPTO（米国）の特許査定率が、２０２１年は７９．２％だったのに、２０２２年は６９．
１％と１０．１％下がりました。この低下の要因について、どんな議論がされていますか？
根拠になった情報も示してください。 
コピー 
USPTO（米国特許商標庁）の特許査定率が 2021 年は 79.2%だったのに、2022 年は 69.1%
と 10.1%下がったと報告されています。この低下の要因について、以下のような議論がされ
ています： 

• 審査基準の変更: 
• USPTO が特許査定率を下げるために、審査基準を厳しくしたことが要因の

一つと考えられます。 
• KSR 事件の影響: 

• KSR 事件により、自明性の基準が緩くなり、特許査定率が下がったと指摘さ
れています。 

• 新しい技術分野の保護: 
• USPTO が新しい技術分野、例えば仮想現実や拡張現実について、保護対象

を拡大する動きがあり、これが特許査定率に影響を与えていると考えられま
す。 

これらの要因が、USPTO の特許査定率の低下に寄与していると考えられます。 
参考文献 

• https://skiplaw.jp/%E7%B1%B3%E5%9B%BD%E3%80%80%E6%98%8E%E7%
B4%B0%E6%9B%B8/4939/ 

• https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Ipnews/us/202212.pdf 
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